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了要件の一つとして設定されており，SPA は PBL の成果を学外で発表することで置き換え可能としている． 
【SPA 報告書】 
 平成 25 年度の SPA 実施報告書として，計 17 課題が提出された． 
【広報活動】 
 平成 25 年 10 月 29 日（火）～30 日（水）に東北ＩＴソリューション 2013 が開催された．この場において、ソフ
トウェア情報学研究科の大学院生の行なっている研究活動を展示・発表するとともに、東北の企業の方々および一
般の方々へ，SPA の成果発表と広報を行なった（30 日のみ）。このイベントに参加した企業と学校の数は 30 件で
あった．本研究科からは，以下の３件のテーマを発表した． 
・水産物仲卸業者を対象とした受注管理システムの構築（江島 良幸） 
・農産物産地直売所を対象とした在庫管理手法の提案（高島 祐貴） 
・福祉相談を対象とした業務支援システムの構築（藤野 一也） 
 
  
